
【４　月】

第１日 2016年 4月 29日 （金）

No. 1
1 2 3 4 5 6 7 計 （球審）

（一塁）

（二塁）

（三塁）

（記録）

先攻 （投） --- （捕）

後攻 （投） --- （捕）

No. 2
1 2 3 4 5 6 7 計 （球審）

（一塁）

（二塁）

（三塁）

（記録）

先攻 （投） --- （捕）

後攻 （投） --- （捕）

No. 3
1 2 3 4 5 6 7 8 計 （球審）

（一塁）

（二塁）

（三塁）

（記録）

先攻 （投） --- （捕）

後攻 （投） --- （捕）

春季大会兼東海高校総体県予選会（男子の部）

　の左越え２ランで１点差とし、３点差とされた５回には１番村林和輝・２番浦野の連続タイムリー、７番中川の三塁内野安打

　などで１０－９と逆転に成功。６回に再びリードを許したが７回、８番餘語悠仁の左越え適時二塁打で同点に追いついた。

　　津西は２回１番高倉健仁の中越え２ラン、３回７番樫森樹・９番下井聖也のタイムリーなどで大きくリードを広げ、終始

　有利に試合を進めていたが７回一死二三塁のチャンスに突き放すことが出来ず、惜しくも敗れた。

　　津西１４安打９四死球・四日市工業１８安打７四死球、両チーム合計３２安打１６四死球と乱打戦であった。

【決勝戦評】 　　　タイブレーカーの末、三重県立四日市工業高等学校　逆転サヨナラで優勝！！
　　タイブレーカーに突入し１点リードされた四日市工業は８回裏、２番浦野雅之の右前安打で一死二三塁とチャンスを作

　ると４番加藤勇樹がカウント１－２と追い込まれながらも右前にしぶとく運び二者が生還、逆転サヨナラで昨年に続き優勝

　に輝いた。

　　試合は５点ビハインドの４回、途中出場の９番松井俊樹の右越えソロで口火を切ると、３番水野の中前適時打・５番松宮

松宮　康太、松井　俊樹 (三塁打) 村林　和輝

(二塁打) 餘語　悠仁

（ 特 出 記 録 ）

先攻
(本塁打) 高倉　健仁

(長打)
(二塁打) 坂倉　響

後攻
(本塁打)

（バッテリー） ［勝:○，負:●］
●下井　聖也 早川　祐由

藤田　健輔、○田中　悠太 豊住　和己、松井　俊樹

中村　公彦
大堀　廣治

三重県立津西高等学校 2 2 3 0 2

(三塁打)

≪決　勝≫ 球場名： 東野公園ソフトボール場

2 0 1
チ ー ム 名 試合時間２：２８ 岩間　大輝

三重県立四日市工業高等学校 2 0 0 4 4

12 嶋村　明彦
三谷　菜月

0 1 2x 13

早川　祐由 (三塁打)

(二塁打)

（ 特 出 記 録 ）

先攻
(本塁打) (三塁打)

(長打)
(二塁打)

後攻
(本塁打)

（バッテリー） ［勝:○，負:●］
●北村　侑輝 宮田　裕都

○下井　聖也 早川　祐由

三重県立津西高等学校 1 1 5 5 x

4 山中　治
岩間　大輝

12 三谷　菜月
大堀　廣治

松阪高等学校 3 1 0 0 0

≪１回戦≫ 球場名： 東野公園ソフトボール場
チ ー ム 名 試合時間１：１７

５回コールド

嶋村　明彦

松井　俊樹、今村　裕貴 (三塁打) 餘語　悠仁

(二塁打) 水野　翔斗

（ 特 出 記 録 ）

先攻
(本塁打) (三塁打)

(長打)
(二塁打)

後攻
(本塁打)

（バッテリー） ［勝:○，負:●］
●有原　雅人 中村　有希

○田中　悠太 松井　俊樹

三重県立四日市工業高等学校 4 4 3 x

0 草川　元敦
古川　良一

11 草川　輝昭
植森　郁夫

三重高等学校 0 0 0 0

≪１回戦≫ 球場名： 東野公園ソフトボール場
チ ー ム 名 試合時間０：５５

４回コールド

中村　公彦

三重県高体連ソフトボール競技

開催地： 三重県 亀山市

－　１２　－


